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成
､
)
の
はぎ
ほ
ぐ
し
妄

ふ

け
宅
メ
イ
ン
に
'
ア
ラ
レ
､
白

T

IVも
す
く
な
裏

付
け
､
コ
シ
レLT刀
Uに
の
せ
る

といろ垂
心
の
井
.

入
★
琵

各地から
持

ち
込
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
出
斗

す
る
と
と
も
に
'
今
壊
シ
ー
ズ

ンに向けて嚢

V

+

拝
附
に
鼓

しま
す
.

八双
F
レ
ー
ル
旦
空

か
つ
て

日
本
石
油
相
策

油
所
に
あ
っ

た
｢双
叩
レ
I
IJ

2
末
か
､

名
古
よ
の
J
R
蓋

rリ
ニ
ア

･墓

巴
(3
月
14
日
オ
ー
ブ

ン
)
に
嬰
藁

.

明
治
の
較
正
t
庶
期

1
8
7
3
年
(明
治
6
年
)
に

英ダーリン
ト
ン
で

到q
*

入
さ

れたレ
ー
ル
は
'
蓋

か
上
下
対
BL左

っ
て
い
て

書
り
光
っ
た
ら
藍

し
て
使
っ

ており'

警百
石
臣

の
翌

年
､
一吉
川牡
に
取
肌警
-れ
ip

す
で
に
些
九
の
旧
薪
■
釈
(
内

r

鉄萱

重
き

で
も
2

本
か
草
不
さ
れ
て
い
る
.

d
t
太
の
塁

へ
)
拍
特

の
釈
前
公

Eだあ
っ
た
D
51
汝

朗
さ
か
､
併
任
七
去
さ
れ
る
.

平
成
2
年

の巾制塁ぬ

念
に
'
穿

き
二郎
氏
(北
前

妻

､
廿栗

出
告

の

尽
力

で札境から寄せ
ら
れ

L
J｡
#
時
頼
t
と
し
て
サ
ハ
リ

ン
に
あ
っ
た
も
の
で

昨
年
油

土
の
ア
ス
ベ
ス
ト
≠
玉
な
ど
に

c
yJ
年

で

2

3

0

0

万

円

縞

耶

半

世

紀

超

す

対

面

も

輪

東

京

で

古

稀

祝

の
後

期

か
た
つ
甘
リ
Ttろ
そ
ろ

の
ば
れ
古
土
の
山
(
一

茶
)昭

和
3~
年
番
某
の
ホ
弥
会

(高
8
回
)
の
古
柵
の
金
時

明
治
-
ま
じ
年
に
当
た
る
平
成

柑
年
柏
崎
で
開
か
れ
L
JL
そ
の

会
に
欠
席
の
小
生
は
､
久
し
ぶ

り
に
出
た
例
会
(匂
月
旦
H-)

iF
書
寮
で
も
島

■
投
葺

け
昨
年
相
月
8
日
帥
甲
R
P

M
兼
そ
中
心
に
1
0
0
人
に

美
E
J
旭
胡
(相
井
亮
一
K
))

奪

回
夢

人
､
個
人
が
事

加
と
な
っ
L
J+
拍
特
か
ら
は
､

阿
書
松
夫
宅
の
呼
び
か
け
Y)8

人
(重

工T軟
)
が
甘
学

兼
行
喋
り
に
団
体
で
上
兼
.
岐

4
の
p等

一
K
智
が
宏

･
灰

募

応
差

同
､
石
出
島
か

ら
内
P

l一考
か
tl行
事
加
L

で
そ
れ
▲ヽ

何
空

中
金
t
(の

芸

名
か
持
u

r
柏
崎

の
大
花
火
カ
レ
ン
ダ
1
8
枚
を

塁

J
L
J'

有
強
打
｢ラ
･
ス
テ
一Z

に

は
､
予
定
の
午
後
4
時
点
ソ
1

時
間
も
耶
か
ら
苦

り
出
し
へ

拍
b
陣
列
■
農

に
聖
畠
あ

て
ビ
ー
ル
の
阿
挽
と
な
っ
L
J+

事
た
け
な
わ
の
中
､
卒
業
後

に
初
め
て
邦
晶

し
､
哲
mTぶ

り
の
対
面
か
至
る
所
に
出
現
L

L
J.
肋
の
名
札
毒

ソ
に
､
息

い出蓑
ソ
近
し
嘉

霞

す

ま
せ
てい
LJ'
外
書
の
せ
い

か､中主
重

ん

でいない
(女
性
か
少
な
か
っ

たせいか
も
と
の
息
兇
豊

ハ

礼-)｡
毎

年
共
時
2
7
7

人のうち
記
入
だ
か
ら
､
当
8
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当
時
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ほ
ほ
何
事
の
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頚
の
事
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の
缶
の
■
に

判り込み
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蔓

も
拓
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してき

ち
に
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み
込

A
J'す
る
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学
陪
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女

嘉
め
て
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ち
明
け
ら
れ

なか
ったは
く

娘
に
同
じ
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前をつけ
ま
し
た
｣
と
い
1着

畠
て来
L
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小
宅

打
ち
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け
た
い
モ
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か
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た
か
､
タ
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ミ
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グ
金

わ
ず
か
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菜
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ず
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量

L
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リ
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リ
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か
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憂
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絞
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し
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常
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毒
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蛋
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五
々
､
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▲ノか
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し
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f
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朋

の
奇
跡
姦

し
､
妻

や
師
と
の
凪
い
出
を
大
切
に
'
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イ
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∧
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■
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d
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司
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日
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梨
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カニPJ拍叫冊の点架かま

とまっLPそれによるち
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に達し十｢
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で
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地
方
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琶

それに応事し

た
い
楢
肋
分

軒を述べる
1万

で

そ
の
帯
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む
白
給
体
に
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得
税
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住
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れ
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の
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加
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手

市
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･
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=
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佐
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)

1
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F
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に
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で
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1
0
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年
.
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昭
念
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ベ
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ト
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年
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沢
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ど
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空
苛

f
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行
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ー
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史
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な
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廿
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独
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【
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ら
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⊥
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が
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伐
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習
は
､
12
日
芸

十
"
1

師
B
%
兵
弟
苧

<
】霞

の
営

丘
で
ス
タ
ー
ト
し
ケ
｢
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滑
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な
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で
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萎
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せ
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利
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.
の
渡
来

に
.
些
毒

は
r声

や
rP

芦

の
宰

相
壱

詔校の
蛮

義

人
が
､
_5
日

か
ら5
日
㈲
r
b
金
を
受
け

LJ'柏崎
か
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岩
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中
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LJ.客
ナ
は
､
大
内
と
所
為
H
帯

女
(現
西
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.
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蛭
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葦
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磐
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古
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史
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ー
ズ
ン
中
に
t

T
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
芳

な

い
せ
い
か
.
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滞
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尚
米
山
特
辛

-義

み
た
｣(rV
田
薪
M
b
.こ
れ

毒

し
た
一二最

さ
ん
(中

訪
)
に
よ
る
と
､
本
人
の
手
配

で
｢9
月
某
日
柏
崎
万
肝
に
九

V

蓋

■
の
邸
宅
最

間
し

て
#
持
さ
れ
t
r
そ
の
官
の
兵

さ
ん
が
'
す
JJ
ぶ
る
突
入
で
｣

と
あ
り
'
妻

が
そ
の

事
が
特
定
養

い
と
い
う
.

し
か
し
相
場
に
*
っ
た
大
円

に
は
､
帯
女
で
生
抜
に
枚
君
の

積
金
が
な
か
っ
た
J+
6
月
S

d

giq
で
他
界
し
た
の
LJ+

牧
内
一正

r畠

K
l(早

(45
年
3
月
喪

:)
tY
大
■

に
.大
内
先
生
の
迫
炉

に
あ

て
て
い
る
.
洲
佼
(仰望
T)
4

繁
日に
'
別
等

の
体
如

月控
死
去
は
'
蓋

い
7安

た
ち
対
し
て
非
常
に
雌
し
み
の

シ
Tq
グ
ク
を
サ
九
tr

L･)月
1
日
所
見
欠
血
中
で
入

巧

6
月
5
白
水
喝

8
日
廿

t
を
辞
書
功
に
見
送
り
と
あ

り
'
収
か
(6
日
打
葺

で

の
校
*
(､
卒
巣
生
･
tEl枚
生
･

壬

霊

代
の
弔
辞
､
宣
正

一品
川t
し
て
い
る
.
大
内
は
明

治
15
年
妾

≠
椛
生
坂
-漁

村

莱

誕
生TIO
月
妻

字

体
換
音
狐
8
校
(現
葉

書
丁

体
育
大
.
男

2
年
目
)
蓬

て
'
東
京
･
三
■
日
馬
女
'
増

車
血
真

東
か
ら
お
年
4
月
赴

倭
.
_2
月
か
ら
蓋

嘉

ね
帯
驚

8
1宇
島

め
L
J'

嘉

の
相
知
に
は
｢赴

抜
帥
人
と
ス
キ
ー
｣
な
′
か
あ

り
'｢霞

に
て
も
'
体
書
の
苑

謹

叩神
の
ヰ
X
Jr
新
式
な
る

ノ
ル
ク
エ
-
式
ス
キ
I
左

入

L
t
#
4
】義

一同
t
心
に
よ

芋

も
こ
と
に
な
っ
L
J｣r薫

堆
く

女
W

萎

丁に
持
ち

て

元
気
良
く
と
り
傘
く
鎌
､

芸

事
.y
＼
EZ]東
萩
も

思
い
出
蔓

1犀
の
結
束

は
史
に
加
は
る
の
で
あ
る
｣
と

L
t
佼
丘
の
実
習
写
■
2
枚
を

t
せ
て
い
る
.

芯
女
の
ス
キ
I
も
､
岸

と

同
株
に
明
治
胡
年
冬
か
ら
P
r

r畠

罪
七
号
(大
正
2

年
3
月
弗
行
)
に
よ
る
と
､
光

t
一書
と
北
上
暮
助
(体
き

丙
政
脈
の
指
叩
き

｢

な
お
佐
軒
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弗
田
帯
女
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_蔓

蛋

●
常
筋
輔
卒
業
後
の

塁

丁相
特
小
に
1
年
m
B

W

そ
の
後
大
内
と
同
じ
ー
寮

を
丁
集

音
挙

校
に
入
っ
て

同
窓
､
】忌
u金
の
.虹
こ
点
.

畠

に
良
が
あ
っ
LJ'

円
)
一発
ル拝
外
妃
壷
-
某
な
ど
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9
万
7
千
円
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(
ふ
る
嘉

の
各
地
域
の
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6
千

円
)
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弗
な
ど
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0
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千
円
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(f
く
叫
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神
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I
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円
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ロ
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テ
ィ
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パ
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ク
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企

出
講
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な
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(恥
詔
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八重

に
対
応
し
た

t
J
で
安
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し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
1-
-
7
1
万
5
千

円
)
ね
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血尻
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事
お
む
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B
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助
成
な
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9
万

7
千
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百
円
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(
次
代
を
狙
う
チ
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た
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LJめ
の
宰

･文
化
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rtボ
ー

ッ
の
先
夫
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15
万
5
千
円
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小
中
毒

か竃
な
ど
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万
円
)

は
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3
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も
か
か
る

た
山
蘇
W:蔓

ち
め
t
T

折
大
と
日
大

母
校
の
暮
事
t

位

母
校
の
六茎

状
祝
が
4

月
6
日
琴

で
ま
と
ま
っ
L
I.

EBl公
立
が
新
大
を
は
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め
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人
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私
立
か
日
暮

蓋

に
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だ
っ
LJ.
辛
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と
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滴
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北
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玉
､
千

兼
t
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新
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北
曳
'
杏
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､
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粥
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一
葉

H
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東
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句
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京
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京
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廿
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'
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l
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'
亜
細
亜
'
工
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楼
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京
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古
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十
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'
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丁

喝

-
寮
工
科
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文
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学
F
呪
文
､新
村
日
限
t
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委

脱
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つ
く
u漁
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､
群
叫
パ
ー
ス
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蜜
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兄

学
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悪
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筈

院
か
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'
斉
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蛋
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東
京
匿
戊
保
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兼

吉
字
､
日
本
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会
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'
文

事

喝

立
正
､
★
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女
子
t

r
K

丘
内
造
形
､
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リ
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年

ぶ

り

出

場

滝
頼

駅
伝

や
や
旧
師
に
な
呈

か
､

新
書
付
属
の
大
群
対
抗
相
加
択

伝
で

声
≠
阪
大
の
日
中
光
太

郎
智
(有
給
)
〟
-
区
に
析
出

功
し
&

(1
時
間
糾
分
R
;

珍
)
に
入
っ
L
J'
母
校
か
ら
の

出
切
は
控

丁前
の
法
鞍
大
-
区

小
林
哲
也
省

(市
朋
'
津
山
軒

端
･
EF
田
範
)
以
来
だ
っ
LJ'

3i学
院
大
義

か
ら
の
玉

手
出
初
は
'
初
め
/烏
ヽ
奴
4
)

_0
位
と
ギ
リ
ギ
リ
で
初
の
シ
ー

ド
校
(.<は
Wま
で
予
述
な
し
で

次
回
出
切
)と
な
り
､2
0
0
1

年
に
竃

か
ら
5
E
lE
だ
け

に
抵
t
を
呼
ん
だ
'
そ
の
蛮

力
に
田
中
君
の
力
走
も
'
大
い

に
a
EW

Jr
出
切
の
た
め
の

干
辻
(立
川
'
加
k
)
で
は
'

諏
校
の
5
百
人
近
い
中
毒

の
好
成
一
､
大
8
も
応
九
大
に

次
蓋

(2
人
の
庶
■
で
兼

i
)
だ
っ
L
I.

大
淋
町
出
身
で
在
学
中
は
'

千
五
百
な
ど
甲
垂
等
四
体
な

ど
に
出
て
い
た
と
い
う
.r市

田
.
好
江
汝
な
ど
イ
ン
パ
ク
ト

の
乏
し
い
地
元
嘉

け
'
逆
方

向
の
慧

左
一ん
だ
｣
の
琶

朋
編
者
は
"苛

し
て
い
LP

ま
た
田
中
零
と
同
鹿
の
■
臼

_
Itさ
ん
が
､
音

大
の
マ
ネ

ジ
ャ
I
に
£
き
れ
て
い
LJ.

在
校
生
の
半
分
が
女
性
で
占
め

ら
れ
る
心霞
で
は
､
崇

に
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
'
も
ち

ケ
～
W

二
人
と
も
大
8

t
拝
.
今
篭

の
▼
戊
に
大

差

力
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っ
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義
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新
人
含
む
六
市
議

丁

県
議
は
三
つ
巴
で
現
役

故

4月
初
日の
枯*
市■由A

星

T(象

)盛

典考
は､墨

嘩
■rL'

6人
(新入
り◆入墨
U)
〟

7rEW
J.薪人
9
憂

LJ

全立蔓
へ
革
i
に粁

らした
蓄

レ'弗
牧を

_折り広
げトヽ

初
Jr遠
の与
口■
上ヽ房
は
'

8
生
時
代
に
兼
東
伯
金
8
■

∩
.1/_■t
■<
･rH
小
rr

g
菱

田)

巾Tt
のt
JP
.1■_
E

刈
羽郡td
(葛
H2)で
は
､

遷
2氏
のt等

甘
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､一習

M

芸
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_氏
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'恵
)が出巧
三
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等

っLJ.

盲

o
兼
山
美
一

当
量
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三▲
佳
]

-･FR専
6
tE東
和
革

(一m刑と
し
て年表
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t
g]市也氏
(中
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元
伯

q
EJ啓

葦

4月21日

r
f
L
.
ir

書

氏
(中
朋へ仰巾
■

巾休
雲

5
1月詮
日閃

かれ
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芸
等

任委

晶
ら
れ
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高

3'一昔
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F=弓
卒葦
の
昭和
…等

閃
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細
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込
打軍
Tハ金

V
4打赦
主
星打
震
っ
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括書
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っトヽuEE明t氏
(W

わ
y

日#
牡代
大
取W

r拍中

室

岡…
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1

日
付
で
負丘
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松
t
t
之
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(琶

t
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)
4
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1日付
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括
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.要

覧
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k
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折
井
票
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岬

竃
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介持
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任し
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(萄
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義

士六
月
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司
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廿
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書司
り-
ド
した
のも車
R
.

仙窟
へ
†aE菩

1F

の中
で
砂
しい白
蓋

②
さ
ん
(中2)か
三
枚タイ

TEJ講
の'塙
でゲ
⊥
ア研
土
C3
nエー7片
が
凍
血
書

{文
武中期
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光
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①
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tめ
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た
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篭
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